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「サイエンスマップ 2018」について 




サイエンスマップ 2018 では 902 の国際的に注目を集めている研究領域が見いだされまし
た。日本の参画領域数はサイエンスマップ 2016の 299領域から 25領域減少し、参画領域割





論文を対象)では 902 の研究領域が見いだされました。 
日本の参画領域割合は、サイエンスマップ 2016 の 33％(299 領域)から 3 ポイント低下




































ングによる可視化、③研究領域の特徴語抽出の 3 つを経て行なわれる。 
サイエンスマップ 2018 では、2013 年から 2018 年までの 6 年間に発行された論文の中で、各年、各分野（臨
床医学、植物・動物学、化学、物理学など 22 分野）において被引用数が上位 1％である Top1％論文（約 9.3
万件）を分析に用いた。これら Top1％論文に対して、「共引用」を用いたグループ化を 2 段階（論文→リサーチ






これまで、当所では隔年でサイエンスマップ 2002 から 2016 までの 8 時点のサイエンスマップを作成してきた。
本概要では適時それらも参照し、サイエンスマップ 2018 の分析の内、以下を紹介する。 
 
○ 科学研究の潮流と日本の状況 




○ Sci-GEO チャートを用いた研究領域の分類と、それを用いた日本の活動状況の理解 
 Sci-GEO チャートを用いた研究領域の分類 
 Sci-GEO チャートを用いてみる日本と主要国の動向 
 Sci-GEO チャートを用いた研究領域の移行の特徴 
○ サイエンスマップと技術のつながりの分析 
○ ファンディング機関・プログラム等のサイエンスマップ 2018 における出現状況 





(1) サイエンスマップ 2018 にみる科学研究の状況 
サイエンスマップ 2018（2013 年から 2018 年）では、国際的に注目を集める研究領域として 902 領域が抽出
された。概要図表 1 にサイエンスマップ 2018 を示す。 
 
◇ 拡大を続ける科学研究 
サイエンスマップ 2002 から数えて、サイエンスマップ 2018 は 9 時点目となる。サイエンスマップ 2002 では、
国際的に注目を集める研究領域として抽出されたのは 598 領域であったが、サイエンスマップ 2018 では 902




◇ サイエンスマップ 2018 の全体像 











ンスマップ 2002 と比べて大きく増加している。 














概要図表 1  サイエンスマップ 2018 の全体像 
 
 






データ： 科学技術・学術政策研究所がクラリベイト社 Essential Science Indicators (NISTEP ver.)及び Web of Science XML (SCIE, 2019 年末バージョン)をもと
に集計・分析、可視化(ScienceMap visualizer)を実施。  
短縮形 研究領域群名 短縮形 研究領域群名
循環 循環器系疾患研究 海土汚染 海洋・土壌汚染研究
感染 感染症研究 化合 化学合成研究
免疫 免疫研究 ナノ(ラ） ナノサイエンス研究(ライフサイエンス)
がん・幹 がんゲノム解析・遺伝子治療、幹細胞研究 ナノ(物) ナノサイエンス研究(物理学)
精神 精神疾患研究 ナノ(化) ナノサイエンス研究(化学)
ウ感染 ウイルス感染症研究 量子 量子情報処理・物性研究
遺伝 遺伝子発現制御研究 素・宇 素粒子・宇宙論研究
組工&脳・神経 組織工学&脳・神経研究 AI AI関連研究
植物 植物科学研究 AI・社情(IoT・CV等) AI・社会情報インフラ関連研究(IoT・CV等)
環・生 環境・生態系研究 社情(エネ) 社会情報インフラ関連研究(エネルギー等)







概要図表 2 は、サイエンスマップ 2018 の生命科学にかかわる研究領域群の一部分を拡大したものである。
ウイルス感染症研究領域群では「免疫応答」、「免疫システム」、「ヒト免疫不全ウイルス」、「HIV 感染」、「逆転














概要図表 2  生命科学にかかわる研究領域群の例 
 
注 1: 白丸が研究領域の位置、白色の破線は研究領域群の大まかな位置を示している。 
注 2: 特徴語のワードクラウド中の文字の大きさは、特徴語の出現頻度に対応している。各ワードクラウドでは出現数上位 30 までの特徴語を示している。なお、
文字の大きさは、研究領域群ごとに決定しているので、研究領域群間では文字の大きさを比べることはできない。 






サイエンスマップ 2018 では、マップの下方に AI 関連研究領域群、AI・社会情報インフラ関連研究領域群、
社会情報インフラ関連研究領域群、持続可能な発展・イノベーション研究領域群の 4 つの研究領域群が見ら








れている。また、上位 30 には入っていないが「モノのインターネット(IoT)」、「D2D(device to device)」、「故障診
断」といった、Society 5.0 の実現に関連した技術も含まれる。 
概要図表 3  AI 関連研究領域群、社会情報インフラ関連研究領域群、持続可能な発展・イノベーション研究領域群 
 
注 1: 白丸が研究領域の位置、白色の破線は研究領域群の大まかな位置を示している。 
注 2: 特徴語のワードクラウド中の文字の大きさは、特徴語の出現頻度に対応している。各ワードクラウドでは出現数上位 30 までの特徴語を示している。なお、
文字の大きさは、研究領域群ごとに決定しているので、研究領域群間では文字の大きさを比べることはできない。 
















サイエンスマップ調査においては、サイエンスマップ 2016 から AI が関係している研究領域群が見いだされ、
サイエンスマップ 2018 でも継続して出現している。ここでは、AI が関係している研究領域の広がりをみるために、
サイエンスマップ 2018 において AI に関連する特徴語を含む研究領域の位置を可視化する。 


















































概要図表 5 は、AI 関連の特徴語（特徴語のリストについては図表 14 参照）を含む研究領域の位置をサイ
エンスマップ 2018 上で示した結果である。全部で 103 研究領域が該当し、53 研究領域は、AI 関連研究領域
群、AI・社会情報インフラ関連研究領域群に位置している(マップ上で赤色のマーカ)。他方で、それ以外の部
分においても AI 関連の特徴語を含む 50 研究領域が存在している(マップ上で空色のマーカ)。 
 
概要図表 5  AI 関連の特徴語を含む研究領域の位置 
 
注: AI 関連の特徴語を含む研究領域の位置をサイエンスマップ 2018 上で示した結果。 




10 領域を例示として抽出し、それらの研究領域の特徴語を概要図表 6 に示した。概要図表 6 の上から研究
領域の内容を確認すると、研究領域 ID238 は「衛星画像の解析への AI の適用」、研究領域 ID254 は「データ
駆動型流体力学」、研究領域 ID346 は「神経細胞を模倣したコンピューティング」、研究領域 ID391 は「マクロ
 
1 人工知能の研究は、遺伝アルゴリズム、エキスパートシステム、音声認識、画像認識等の多様な研究から構成される(What’s AI 人工知能研究、人工知能
学会(http://www.ai-gakkai.or.jp/whatsai/AIresearch.html; 2020 年 10 月 1 日アクセス)。 
 
8 
経済モデルへのエージェントモデルの適用」、研究領域 ID501 は「脳活動の分析への AI の適用」、研究領域
ID680 は「CT 画像からのノイズ除去への AI の適用」、研究領域 ID685 は「構造ヘルスモニタリングへの AI の
適用」、研究領域 ID725 は「量刑の推定への AI の適用」、研究領域 ID764 は「創薬への AI の適用」、研究領
域 ID789 は「物質設計への AI の適用」に対応しており、さまざまな研究領域において AI の活用が進みつつあ
ることが分かる。 
概要図表 6  AI を既存の研究に適用したと考えられる研究領域 
 
注: サイエンスマップの各研究領域を構成するコアペーパ及びサイティングペーパのタイトル及びアブストラクト等の分析から抽出された特徴語。「特徴語か
ら推定される AI の活用状況」は、報告書の筆者の解釈に基づく。 



















































































めて抽出された。また、サイエンスマップ 2002 とサイエンスマップ 2018 を比べると(本編の図表 28 参照)、社会
科学・一般の研究領域は 19 領域から 43 領域へ、経済・経営学の研究領域は 10 領域から 19 領域に増加して
いる。社会科学・一般の研究領域の増加割合については、分野別の研究領域数の増加を見ても 4 番目に大き
く、過去 16 年間で大きな増加を見せた。 





概要図表 7  社会科学等が関係している研究領域の位置 
 
注: 赤色: 研究領域を構成するコアペーパの 6 割以上が社会科学・一般に分類される研究領域(43 領域)、空色:研究領域を構成するコアペーパの 6 割以
上が経済・経営学に分類される研究領域(19 領域)、黄緑色:研究領域を構成するコアペーパに社会科学・一般又は経済・経営学の論文を 10％より多く
含む研究領域(47 領域) 





























概要図表 8  コアペーパの 6 割以上が社会科学・一般に分類される研究領域の例 
 













































概要図表 9  コアペーパの 6 割以上が経済・経営学に分類される研究領域の例 
 
データ：科学技術・学術政策研究所がクラリベイト社 Essential Science Indicators (NISTEP ver.)及び Web of Science XML (SCIE, 2019 年末バージョン)をもと
に集計・分析を実施。 
社会科学・一般又は経済・経営学の論文を 10％より多く含む研究領域の例を概要図表 10 に示した。これら
の研究領域については、主に自然科学系のコアペーパから構成されているが、それに加えて社会科学・一般
又は経済・経営学のコアペーパも含まれている。言い換えると、自然科学系と社会科学系の知識が活用されて




概要図表 10  社会科学・一般又は経済・経営学のコアペーパを 10％より多く含む研究領域の例 
 




































































































サイエンスマップ 2002 からの時系列変化をみると、日本の参画領域数はサイエンスマップ 2008 以降、伸び
悩みがみられていた。その後、サイエンスマップ 2014 から 2016 にかけては、参画領域数が 25 領域の増加を
見せたが、サイエンスマップ 2016 から 2018 にかけては 25 領域減少した。サイエンスマップ 2018 における参画
領域数は 274 研究領域となっている。 
日本の参画割合の時系列変化をみると、サイエンスマップ 2008 では 41％あったが、サイエンスマップ 2014
では32％へと9ポイント低下した。サイエンスマップ2016では33％となった参画割合は、サイエンスマップ2018
では再び減少し 30％となっている。英国やドイツの参画割合は 5～6 割となっているが、いずれもサイエンスマ
ップ 2016 から 2018 にかけて参画領域数を減少させている。 
中国については、着実に参画領域数及び参画領域割合を増加させている。サイエンスマップ 2002 時点で
は 12％であった中国の参画割合は、サイエンスマップ 2018 では 59％となっており、約 6 割の研究領域に参画
している。 
概要図表 11  サイエンスマップにおける米日英独中の参画領域数(コアペーパ)の推移 
 





















































研究領域(コアペーパが 21 件～50 件)、小規模な研究領域(コアペーパが 20 件以下)で日本のシェア(分数カウ




域の 1 番目、2 番目が植物に関する研究領域(研究領域 ID565, 213)であり、これに胃がんや非小細胞肺がん
を特徴語に含む研究領域(研究領域 ID870)が続いている。比較的小規模な研究領域については、甲状腺が
んを特徴語に含む研究領域(研究領域 ID460)や光合成に関連する研究領域(研究領域 ID439)が、上位 1、2
位を占めている。 
概要図表 12  日本のコアペーパシェアの高い研究領域 
(A)大規模な研究領域(コアペーパが 51 件以上)で日本のシェアが高い上位 10 領域 
 
























































































































環境/生態学 30 9.7% 819 2015.0 アイランド
 
14 
(C)比較的小規模な研究領域(コアペーパが 20 件以下)で日本のシェアが高い上位 10 領域 
 
注: 論文数シェアの計算には分数カウントを用いた。コアペーパ数及びサイティングペーパ数は世界における数である。Sci-GEO 研究領域型については、
概要の「3. Sci-GEO チャートを用いた研究領域の分類と、それを用いた日本の活動状況の理解」を参照。 




大規模な研究領域(コアペーパが 51 件以上)、中規模な研究領域(コアペーパが 21 件～50 件)、小規模な研
究領域(コアペーパが 20 件以下)で中国のコアペーパシェア（分数カウント）が高い上位 10 領域を示した(概要
図表 13)。 




ここに示した 30 研究領域の中では、学際的・分野融合的領域が 13 領域と一番多く、これに工学、化学の研
究領域が続いている。分野や特徴語の傾向をみると、概要図表 12 に示した日本のコアペーパシェアが高い
研究領域と比べて、応用寄りの研究領域が多いようにもみえる。概要図表 14 に示した中国のシェアが 50％を
超えている研究領域の位置に注目すると、ナノサイエンス研究領域群に加えて、AI 関連研究領域群、AI・社会
情報インフラ関連研究領域群、社会情報インフラ関連研究領域群において、中国のシェアが 50％を超えてい














































































概要図表 13 中国のコアペーパシェアの高い研究領域 
(A)大規模な研究領域(コアペーパが 51 件以上)で中国のシェアが高い上位 10 領域 
 





概要の「3. Sci-GEO チャートを用いた研究領域の分類と、それを用いた日本の活動状況の理解」を参照。 













































































































































物理学 39 72.5% 1,772 2014.3 コンチネント
 
16 
(C)比較的小規模な研究領域(コアペーパが 20 件以下)で中国のシェアが高い上位 10 領域 
 
 
概要図表 14  中国のコアペーパシェアが 50％を超える研究領域の位置（マップ下部の拡大） 
 
注: コアペーパシェアが 50％以上の研究領域を赤色のクロスマークで表示した。論文数シェアの計算には分数カウントを用いた。 

























































































概要図表 15 コアペーパシェアとサイティングペーパシェアの比較(中国と米国) 
(a) 米国 (b) 中国 
  
注: 論文数シェアの計算には分数カウントを用いた。 





























































概要図表 16 コアペーパシェアが 50％を超える研究領域におけるサイティングペーパの各国シェア 
(中国と米国) 
(a) 米国 (b) 中国 
 
注: コアペーパシェアが 50％を超える研究領域(米国 229、中国 148)のサイティングペーパにおける各国シェアの平均)。論文数シェアの計算には分数カウ
ントを用いた。 





































3. Sci-GEO チャートを用いた研究領域の分類と、それを用いた日本の活動状況の理解 
(1) Sci-GEO チャートを用いた研究領域の分類 
サイエンスマップの時系列変化をみると、研究領域が継続的に存在しており、他の研究領域との関係性も強
い「硬い部分」と、常に変化を続けている「柔らかい部分」が存在していることが分かる。この「硬い部分」「柔ら
かい部分」を分類するために、サイエンスマップ 2010&2012 において、Sci-GEO チャート（Chart represents 



















































（Chart represents geographical characteristics of Research 
Areas on Science Map）
 
20 
(2) Sci-GEO チャートにみる日本の研究領域タイプのバランス 
サイエンスマップ 2018 で得られた国際的に注目を集めている 902 研究領域のなかで、スモールアイランド型




型が 23％、コンチネント型が 35％であり、世界のバランス(スモールアイランド型 36％、コンチネント型 20％)と




概要図表 18  Sci-GEO チャートを用いてみる世界と主要国の研究活動動向 
(A) サイエンスマップ 2018 にみる世界の研究領域数とコアペーパ数のウェート 
  
(B) サイエンスマップ 2018 及び 2004 における主要国の Sci-GEO チャートのバランス 
 





























































































































概要図表 19  Sci-GEO チャートによる研究領域タイプごとの特徴と推進策を考える際のポイント 
 
注: 図表内の星印部分は、考察部分であり、推進策を考える上でのポイントである。 

















概要図表 20  コアペーパとサイティングペーパのパテントファミリーとのつながり 
 
注 1: ここではサイエンスマップを構成するコアペーパとサイティングペーパ(例えばサイエンスマップ 2002 では 1997 年から 2002 年の論文)が、2020 年 2 月
時点抽出データでパテントファミリーからどのように引用されているかを分析している。したがって、昔のサイエンスマップを構成する論文ほどパテントフ
ァミリーからの被引用数が大きくなるので、異なる時点のサイエンスマップ間の結果の比較はできない。 
注 2: 出願または登録されたパテントファミリーのみを対象とした。パテントファミリー中の引用が、発明者、審査官のいずれによるものかの区別はしていない。 
データ： 科学技術・学術政策研究所がクラリベイト社 Essential Science Indicators (NISTEP ver.)及び Web of Science XML (SCIE, 2019 年末バージョン)をもと








サイエンスマップ2002 598 15,410 7,548 49.0% 10.2
サイエンスマップ2004 626 15,531 7,338 47.2% 10.1
サイエンスマップ2006 687 15,165 6,971 46.0% 9.6
サイエンスマップ2008 647 15,826 6,542 41.3% 8.3
サイエンスマップ2010 765 17,822 6,460 36.2% 6.7
サイエンスマップ2012 823 18,515 5,602 30.3% 5.4
サイエンスマップ2014 844 18,568 4,304 23.2% 4.3
サイエンスマップ2016 895 19,123 3,060 16.0% 3.6
サイエンスマップ2018 902 20,211 1,570 7.8% 3.1
数 割合
サイエンスマップ2002 598 449,282 93,036 20.7% 4.5
サイエンスマップ2004 626 475,697 93,851 19.7% 4.3
サイエンスマップ2006 687 510,747 89,079 17.4% 4.1
サイエンスマップ2008 647 544,175 79,771 14.7% 3.7
サイエンスマップ2010 765 617,545 72,831 11.8% 3.1
サイエンスマップ2012 823 675,158 58,296 8.6% 2.6
サイエンスマップ2014 844 768,255 39,071 5.1% 2.2
サイエンスマップ2016 895 800,027 21,780 2.7% 2.0





















サイエンスマップ 2002 からサイエンスマップ 2018 において、特許からの被引用数が上位 5 位に入るコアペ
ーパを概要図表 22 に示した。パテントファミリーからの被引用数が多い上位 5 のコアペーパをみると、サイエ
ンスマップ 2006、2008、2010、2012 の上位 5 件(合計 20 件)の中に、日本の機関に所属している著者の論文が
のべ 13 件含まれる。 
論文のタイトルから、IGZO 系酸化物半導体や iPS 細胞（人工多能性幹細胞）の研究において、日本の論文
が科学において研究領域を先導するのに加えて、技術の進展にも大きな影響を与えていることが分かる。サイ
エンスマップ 2014、2016、2018 では、ゲノム編集にかかわる論文が上位を占めている。サイエンスマップ 2016
の 3 位には、免疫チェックポイントについてのレビュー論文が入っている。 
概要図表 21 には、パテントファミリーからコアペーパへの引用数における主要国の割合を示す。日本のシ
ェアはサイエンスマップ 2006、2008、2010 では約 13～16％を占めている。これは、先に述べたように、これらの
サイエンスマップでは、IGZO 系酸化物半導体についてのコアペーパが、特に数多くパテントファミリーから引
用されているためである。 
概要図表 21 パテントファミリーからコアペーパへの引用数における主要国の割合 
 
注： 出願または登録されたパテントファミリーのみを対象とした。パテントファミリー中の引用が、発明者、審査官のいずれによるものかの区別はしていない。 
データ： 科学技術・学術政策研究所がクラリベイト社 Essential Science Indicators (NISTEP ver.)及び Web of Science XML (SCIE, 2019 年末バージョン)をもと
に集計・分析を実施。特許データは科学技術・学術政策研究所がクラリベイト社の Derwent Innovation Index (2020 年 2 月抽出)と欧州特許庁の
PATSTAT(2019 年秋バージョン)をもとに集計・分析を実施。 
 
日本 米国 ドイツ フランス 英国 中国 韓国
サイエンスマップ2002 6.9% 74.1% 9.6% 4.1% 8.7% 0.5% 0.3%
サイエンスマップ2004 7.0% 74.4% 11.3% 4.5% 8.8% 0.9% 1.0%
サイエンスマップ2006 13.0% 67.7% 10.1% 4.8% 8.3% 1.6% 1.2%
サイエンスマップ2008 15.7% 65.3% 9.4% 4.9% 8.9% 2.9% 1.4%
サイエンスマップ2010 13.3% 64.8% 10.9% 5.0% 10.0% 3.8% 4.6%
サイエンスマップ2012 8.1% 68.1% 12.0% 6.4% 11.4% 5.3% 6.5%
サイエンスマップ2014 6.6% 72.1% 14.6% 7.9% 12.8% 8.3% 4.1%
サイエンスマップ2016 6.6% 74.5% 13.5% 9.1% 11.8% 10.2% 4.0%




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「China Postdoctoral Science Fund」(CHN_CPSF)、「千人計画（若手・シニア・海外人材を対象としたものを含
む）」(CHN_talent)、「国家科学技術重大プロジェクト」(CHN_major)についても対象とした。 
概要図表 23 分析対象とした 28 ファンディング機関・プログラム等 
 
注： 日本医療研究開発機構(JPN_AMED)については、2015 年 4 月 1 日に設立されたため、サイエンスマップ 2018 の対象期間の約半分をカバーしている。 
 






































7.6％を占める。 も数が多いのはファンディング機関・プログラム等出現数が 1 の研究領域であり、123 研究領
域数(全体の 13.6％)が該当する。ファンディング機関・プログラム等出現数の増加とともに、該当する領域数は
減少傾向にある。ファンディング機関・プログラム等出現数の中央値は 5、平均値は 6.8 である。 






概要図表 24 28 ファンディング機関・プログラム等のサイエンスマップ 2018 における出現状況 
 
注 1: 各研究領域のサイティングペーパの 10 件以上が、謝辞中で当該ファンディング機関・プログラム等について言及している場合に、当該ファンディング機
関・プログラム等は研究領域に出現しているとした。 
データ： 科学技術・学術政策研究所がクラリベイト社 Essential Science Indicators (NISTEP ver.)及び Web of Science XML (SCIE, 2019 年末バージョン)をもと
に集計・分析を実施。 
概要図表 25  Sci-GEO チャートによる研究領域タイプのバランス（ファンディング機関・プログラム等出現数毎） 
 
注 1: 各研究領域のサイティングペーパの 10 件以上が、謝辞中で当該ファンディング機関・プログラム等について言及している場合に、当該ファンディング機
関・プログラム等は研究領域に出現しているとした。 























































2018 の 902 領域それぞれについて、コアペーパ数、主要国シェア、国際共著論文率などの情報を本報告書の
付録に掲載した(概要図表 26)。また、サイエンスマップ上に 214 の大学・公的研究機関等の活動状況を可視
化したサイエンスマップ活動状況シートも付録及びサイエンスマップ 2018 ウェブ版として公表している。 
 
概要図表 26 サイエンスマップ研究領域情報の詳細の掲載 
 
 
 
 
